
羽島市立中島小学校で防災講座を行いました
令和６年８月２８日（水）、羽島市立中島小学校の５年生３１名、６年生３９名に防災講座を行いました。学校は、木曽川と

長良川に挟まれており、水害リスクが高い地域です。

講座では、伊勢湾台風やこの地域でも被害があった昭和５１年９.１２豪雨災害などの過去の水害、事前の備えや避難行動に

ついて学びました。ハザードマップで学校の想定される浸水深が５〜１０ｍと確認した際には、多くの児童が驚いた声を上げて

いました。

台風が近づいて来ている事もあり、皆さん、真剣な表情で自分事として話に耳を傾けていました。

講座を通して「家に備蓄品がないので親と一緒に備えます。」「台風に備えて家族とハザードマップを確認したいです。」と

の感想がありました。

今回の講座が、児童たちの防災意識向上に繋がり、将来「守られる人から守る人」になって頂けることを期待しています。

なお、防災講座の様子は中日新聞、岐阜新聞、ケーブルテレビＣＣＮ、ＮＨＫに取材頂きました。
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